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令
和
２
年
度
の
予
算
は
第
５
次
菰
野
町

総
合
計
画
と
の
整
合
を
図
り
つ
つ
、
住
民

の
思
い
を
尊
重
し
、
も
っ
と
住
み
よ
い
ま

ち
を
具
現
化
す
る
施
策
を
さ
ら
に
展
開
す

る
た
め
に
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
町
民
の
安
全
安
心
の
確
保
、
子
育

て
支
援
の
充
実
、
利
便
性
の
向
上
に
向
け

て
の
施
策
や
事
業
に
重
点
的
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
も
っ
と
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
住
民
の
安
全
安
心
の
確
保
と
い

う
観
点
で
は
、
今
後
高
い
確
率
で
発
生
が

懸
念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
異
常
気

象
が
も
た
ら
す
風
水
害
な
ど
、
い
つ
誰
が

被
害
に
遭
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で

あ
り
、有
事
に
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
令
和
２
年
度
に
町
内
河
川
に

監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
指
定
避
難
所
に

は
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
整
備
す
る
な

ど
、
ハ
ー
ド
面
で
の
強
化
を
図
る
こ
と
と

　歳入全体における自主財源は、前年度が骨格予算
であったことなどから、財政調整基金繰入金等が増
加したことで、前年度比５億 9,387 万円、8.2％
増の 77 億 9,612 万円を計上しています。また、
依存財源は、地方消費税交付金の増加等のほか、建
設事業関連の町債の減少等により、前年度比 387
万円、0.1％減の 56 億 6,388 万円を計上してい
ます。歳入全体に占める、それぞれの割合は、自主
財源が 57.9％、依存財源が 42.1％となりました。

し
ま
す
。

　

次
に
、
子
育
て
と
福
祉
の
充
実
策
で
す

が
、
子
ど
も
医
療
費
で
は
昨
年
９
月
か
ら

未
就
学
児
の
医
療
費
の
窓
口
負
担
を
無
料

化
し
て
お
り
、
本
年
４
月
か
ら
は
中
学
生

の
医
療
費
助
成
の
対
象
者
を
拡
大
し
ま

す
。
さ
ら
に
新
年
度
予
算
に
は
、
子
ど
も

の
病
気
を
予
防
す
る
た
め
の
新
規
施
策
も

盛
り
込
ん
で
、
子
育
て
支
援
と
福
祉
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

問
題
を
乗
り
切
る
た
め
の
「
選
択
」
と
「
集
中
」

　義務的経費は 62 億 9,348 万円となり、会計年
度任用職員制度の施行に伴う人件費、障がい者施策
等に要する扶助費の増加などにより前年度比 10 億
940 万円、19.1％増と大きく伸びています。
　投資的経費は、菰野保育園および菰野西保育園園
舎増改築事業等の事業費を計上する一方で、小学校
および中学校の大規模改造事業の終了により、前年
度比 4 億 724 万円、21.4％減の 14 億 9,264 万
円を計上しています。
　その他の経費は、地域公共交通確保改善事業補助
金等の補助費や、介護保険および後期高齢者医療特
別会計に対する繰出金で増加し、物件費でも中学校
給食調理等業務委託やコミュニティバス運行等業務
委託で増加しましたが、会計年度任用職員制度の施
行 が 大 き く 影 響 し て、 前 年 度 比 1,216 万 円、
0.2％減の 56 億 7,388 万円を計上しています。

歳入の

POINT

歳出の

POINT
公債費 6.0％
８億 527 万円

災害復旧費 0.2％
2,450 万円

教育費 10.9％
14 億 7,118 万円

消防費 4.9％
６億 5,466 万円

土木費 9.6％
12 億 9,310 万円

商工費 1.1％
１億 5,200 万円

農林水産業費 5.1％
６億 8,140 万円

衛生費 9.6％
12 億 9,119 万円

民生費 39.9％
53 億 6,799 万円

総務費 11.3％
15 億 1,914 万円

議会費 1.2％
１億 6,958 万円

予備費 0.2％
3,000 万円

歳　出
135億円

一 般 会 計

歳  出
一般会計

一 般 会 計

歳  入 町債 6.9%
９億 2,100万円

県支出金 6.9%
９億 3,231万円

国庫支出金 9.4%
12 億 6,801万円

交通安全対策特別交付金 0.0%
430万円

地方交付税  10.0%
13 億 4,000万円

地方特例交付金 0.4％
5,500万円

自動車取得税交付金 0.0%
2,000円

ゴルフ場利用税交付金 0.3%
3,800万円

地方消費税交付金 6.1%
８億 1,593万円

株式等譲渡所得割交付金 0.1%
1,200万円

配当割交付金 0.2%
2,600万円

利子割交付金 0.0%
300万円

地方譲与税 1.3%
１億 7,848万円

諸収入 1.5%
１億 9,675万円

繰越金 1.4%
１億 9,000万円

繰入金 9.3%
12億 4,868万円

寄附金 0.0%
160万円

財産収入 0.1%
1,040万円

使用料および手数料 1.0%
１億 3,879万円

分担金および負担金 0.9%
１億 2,447万円

町税 43.7%
58億 8,543万円

法人事業税交付金 0.3%
4,509万円

自

主

財

源

財

源

依
存

42.1％

歳　入
135億円

57.9％

環境性能割交付金 0.2%
2,476万円

・基金繰入金の増加等で自主財源は 8.2％増

・町債等の減少で依存財源は 0.1％減

・義務的経費の増加等で予算総額 4.6％増

・学校改造事業の終了で投資的経費は 21.4％減

一般会計

※四捨五入の関係で合計額等が合わない場合があります。

　

利
便
性
の
向
上
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

公
共
交
通
の
整
備
・
充
実
を
図
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
バ
ス
を
１
台
増
や

し
て
さ
ら
な
る
増
便
を
図
る
と
と
も
に
、

の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
運
行
エ
リ
ア
を
拡

大
し
、
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
を
連
携
さ
せ
る

こ
と
で
交
通
手
段
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
ま

た
、
毎
日
欠
か
さ
ず
使
用
す
る
水
道
も
、

５
月
請
求
分
か
ら
基
本
水
量
制
を
導
入
し

て
一
般
家
庭
の
負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し

て
水
道
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
就
任
か
ら
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
子
育
て
支
援
と
福
祉
の
充

実
、
利
便
性
の
向
上
に
関
す
る
施
策
の
実

施
に
よ
り
、
も
っ
と
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
が
前
進
し
て
い
る
こ
と
を
町
民
の
皆
さ

ん
も
身
近
に
実
感
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
一

方
で
、
以
前
か
ら
人
口
減
少
と
人
口
オ
ー

ナ
ス
期
に
起
因
す
る
、
い
わ
ゆ
る

２
０
２
５
年
問
題
や
２
０
４
０
年
問
題
と

し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
構
造
上
の
原
因
か

当初予算
令 和 年 度2のPOINT

提
案
説
明

初
予
算
と
し
て
、
総
額
約
２
６
０
億
円
を
３
月
の
菰
野
町
議
会
定
例
会
に
提
案
し

ま
し
た
。
一
般
会
計
の
予
算
は
約
１
３
５
億
円
で
、
前
年
度
の
予
算
と
比
較
し
て

４
・
６
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
柴
田
町
長
が

議
会
で
行
っ
た
提
案
説
明
と
と
も
に
主
要
な
事
業
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

当

予算規模 前年度との比較
 一 般 会 計 134 億 6,000 万円 4.6％増

特 別
会 計

国民健康保険 37 億 3,000 万円 1.8％減
土地取得 52 万円 92.6％減
介護保険 36 億 3,500 万円 6.4％増
後期高齢者医療 ９億円 9.8％増

企 業
会 計

水道事業 12 億 1,319 万円 5.7％減
下水道事業 31 億 984 万円 0.6％減

 予 算 総 額 260 億 4,856 万円 2.9％増

各会計の予算規模

 総 額

一般会計 135億 円

億 円

ら
、
社
会
保
障
費
等
の
増
加
に
よ
る
財
政

状
況
へ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
の
菰
野
町
で
は
そ
の
問
題
が
ま

す
ま
す
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の

問
題
を
乗
り
切
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
よ

く
「
選
択
」
と
「
集
中
」
と
の
言
葉
が
使

わ
れ
ま
す
。
私
は
こ
の
「
選
択
」
と
「
集

中
」
の
姿
勢
を
単
な
る
掛
け
声
に
終
わ
ら

せ
ず
、
町
民
の
思
い
を
実
現
す
る
と
同
時

に
、
健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
も

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

歳 出
歳 入
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